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「愛は命を支える柱になる」

中学生の時期には、健康に毎日が過ごせるためか自己の命に対するありがたみを
感じている生徒は決して多いとは言えない。身近な人の死に接したり、人間の命の
有限さやかけがえのなさに心を揺り動かされたりする経験をもつことも少なくなっ
ている。そのことが、生命軽視の軽はずみな行動につながり、社会的な問題となる
こともある。自分の命についても生きていてあたりまえという感覚があり、命の危
険にさらされたり、身近な誰かの命がなくなって改めてその大切さを実感するので
ある。
本資料は、鹿町町立鹿町中学校３年の生徒の作文である。難病を伴いながら１％

の確率で奇跡的に誕生し、わずか１か月の命と宣告されながらも両親や家族などの
献身的な看護に支えられ５か月の闘病ののち亡くなった妹に対し、悲しみにくれる
だけで自分は何もしてやれなかったと後悔する。しかし、お葬式の日のあるおばあ
さんの一言で、自分も妹の命を支えてあげることができたと気づき励まされ、共に
生きようとする愛は、限られた命をも支えられるということに気づかせられるとい
う内容である。妹が亡くなったあとの気持ちの整理と結論（命の尊さ、大事さ、命
はたくさんの人の愛によって支えられているという思いで書いたこと）がきちんと
出されていて、命のはかなさや尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重す
るのに適している資料であると考える。
指導にあたっては、本資料を軸に、人の命の神秘性や尊厳を理解し、家族として

支え合うという愛と命の関係にふれながら自分の命は自分だけのものではないと気
づかせ、命あるものは互いに支え合って生き、生かされていることに感謝の念をも
たせるとともに、自他の命を大切にし、精一杯生きることの大切さを感じ取る態度
を育成したい。また、「心のノート」p.67に掲載されている詩を朗読することで、
生命尊重への意識をさらに高めさせたい。

本資料はノンフィクションであり、筆者が県内の同世代であることを知らせる。
また、自分や身近な人の病気（文中の病名なども含む）や死を取り上げる場合は、
十分に配慮し、恐怖心や喪失感を助長しないようにする。

自分や身近な人が病気になった経験や、身近な人を亡くしたときの気持ちを家の
人たちにたずねさせることにより、本時の学習について意識をもたせておく。

限りあるひとつの命をいとおしみ、その命を精一杯輝かせてあげたいという献身
的な家族の姿から、命はかけがえのない尊いものであることを理解し、命あるもの
は互いに支え合って生き、生かされているという心情を深める。



過程 学 習 活 動 指導上の留意点

１ 自分や身近な人が病気になっ １ 自分や家族の気持ちについて考えるこ
た経験や、身近な人を亡くした とを通して、資料への方向付けとする。
ときの気持ちについて話し合う。導

○あなたやあなたの身近な人が ・幼い時に大きな病気を経験した
病気になった経験や、身近な ・必死になって看病してくれた両親に

入 人を亡くした経験がありませ 感謝している
んか。そのときの気持ちを話 ・肉親を亡くした
してください。 ・ものすごく悲しかった

２ 資料「愛は命を支える柱にな ２ 筆者である「わたし」の気持ちになっ
る」を静かに読む。 てじっくり読むように助言する。

○お医者さんから「すごい生命 医者の「よほど皆さんに会いたかった
力です」と言われたとき、ど んですね」の一言や、筆者の心の変化か
んな気持ちだったでしょう。 ら、命の尊厳や新しい命とめぐりあう喜

びについて考えさせる。
展 ・生命力ってすごい

・どんな赤ちゃんにも生まれ、生き
る権利がある

・どんなに短い命でも大切にしたい
・生まれて初めて胸がキュンとした

○お風呂で一人隠れて泣いたと 妹の病状の変化に対する不安な思いを
き、自殺のニュースに対して 家族にさとられないように人知れず涙を
どのような気持ちで「その命、 流したり、代わってやりたい、命を妹に
麻央にちょうだいよ！」と言 ちょうだい、と必死に思う筆者の深い愛

開 ったのでしょうか。 情と、与えられた命を精一杯生きる大切
さを感じ取らせる。

・不安な思いを誰にも見られたくない
・家族をこれ以上悲しませたくない
・自分が代わってやりたい
・命を粗末にしてはいけない

○病状が悪化して死んでいく妹 死を実感するとはどういうことか。ま
の様子を見て、筆者はどのよ た、家族を亡くすというつらさはどんな
うな気持ちだったと思いますか。 ものであるかを感じ取らせる。



・息をしていない
・あたたかかった体が冷たくなった
・これが命なんだなって思った
・母は悲しみを今までこらえていた
のだ

展 ◎「あなたたちがいっぱい愛し 悲しみと後悔の念の中で言われたおば
たけん５か月も生きられたと あさんの言葉の重みを感じ取らせる。
よ」というおばあさんの一言 ・何もしてあげられなかったと後悔
で筆者の思いはどのように変 していたが励まされた
化しましたか。 ・自分の愛で妹の命を少しでも支え

ることができてうれしかった

３ 自分の今までの命に対する考 ３ 命あるものは互いに支え合って生きて
えを振り返り見つめ直す。 いるということについて考えを深めさせ

開 ○自分の命が誰かに支えられて る。
いると感じたことがあります ・家族に支えられていると思う
か。 ・人を愛することが人を支える

・親からもらった命を大切にしよう
・自分の命と同様に他の命も大切に
しよう

終 ４ 教師の説話を聞く。 ４ 「命はたくさんの人の愛によって支え
られていること」にかかわる教師自身の
経験を聞かせることで本時の価値の自覚

末 をさらに高めさせる。

・命について、その大切さやかけがえのなさを感じとることができたか。
・人は自分の力だけで生きているのではなく、家族をはじめたくさんの人の愛に支え
られているのだということに気付くことができたか。

本時の学習について、その様子や感想を家庭に知らせたり資料を掲示したりする
ことで、さらに命の尊さや家族愛について意識の継続化を図る。

愛は命を支える柱になる」 鹿町町立鹿町中学校３年 川尻 光 作品「
読売新聞社全国小中学校作文コンクール 県代表作品







「あの日帰らぬ父に 普賢岳のもとで」

自己中心的な考えがはびこる世の中 「自分の欲求が満たされれば…。自己の感情。
さえぶつけられれば… 」昨今の凶悪犯罪の世界においても加害者の事件の動機に対。
するコメントにこのようなたぐいのものが聞こえてきてならない。自己を大切にする
、 、 、 。心 他の命も尊重する心 一つの命が支え支えられ 育まれているという認識が薄い

、 。このことは人と人との関係のみならず 自然と人間との関係にも同様のことがいえる
産業や技術の発展において、人間はいかにも生命や自然、地球を支配し、自在にコン
トロールして産業や技術を発展させてきたかのような錯覚に陥っている。しかし、い
ざ台風や地震、津波，火山活動などの災害に出会うと、私たち人間は無力な存在であ
ることを痛感させられる。
本資料は、雲仙普賢岳災害当時、島原市に住む中学生が書いた作文をもとにしたも

のである。多大な苦悩と悲しみをもたらした歴史的な大惨事の中で、消防団員として
の使命を果たし、自己の命を失った父に対する「私」の思いが表現されている。無情
な自然への怒り、やり場のない悲しみがぶつけられている。しかしその後、雲仙普賢
岳災害からの復興を願い、助け合いながら自然と共に生き抜こうとする郷土島原の人
々の姿を見て、自己犠牲をはらった父の死の意味について「私」は考えを新たにし、
一つ一つの小さな命に対しても思いを寄せるようになる。
指導にあたっては、消防団員としての父の使命感に注目させていきたい。危険を冒

しながらも，ふるさと、住民、そして家族を守ろうとして従事し続けた生きざま、任
。 、 ，務を超えた一つ一つの命を思う父のやさしい心を感じ取らせたい 父の思い そして

同じくして亡くなった他の消防団員１１人の思いをとおして考えを新たにし、前向き
に生き抜こうとする「私」の心を感じ取らせたい。大自然の脅威の中で人間は時に無
力であるが、その無力さを自覚しつつ自他の命を尊重し、共に助け合い、育みあいな
がら生き抜こうとする人間の強さを感じ取らせる授業を展開したい。

父の生き方、私の前向きな考えなど人間の強さが見える資料であるが、私のやりき
れなさ、自然に対する人間の無力さなど「人間の弱さ・はかなさ」に共感する心も大
切にしたい。

雲仙普賢岳災害における資料をもとにした資料であるが、本授業にあたって、長崎
県は過去、諫早・長崎の大水害など歴史的に数多くの悲しみ、苦しみを経験してきた
ことを認識させておきたい。また，その復興をかけ、今も懸命に努力し続けている県
民多数の姿を知らせておきたい。資料の文量が比較的多いので事前に配布して読ませ
ておくことも有効である。

愛する人を失った深い悲しみを感じ取り、他の命を大切に思い自己犠牲をはらう人
間の生きざまをとおして、自他の命を尊重し、前向きに生きる心情と態度を養う。



過程 学 習 活 動 指導上の留意点

１ 他人の命に対しての自己の意 １ 他人の命を大切に思う心はありつつも
識を確認する。 自分が危険を冒してまでも守ろうとする

導 気持ちがあるかどうかを確かめさせる。
○あなたの目の前の海でおぼれ ・すぐに泳いで助けにいく
ている人がいます。あなたは ・助けを求める、 叫ぶ

入 どんな行動をとりますか。 ・怖くてじっとしている
・あわててしまって、何もできない
・自分も危険なのでどうすることも
できない

２ 資料を通して、父の使命感や ２ 危険をかえりみず、消防団員として行
生きざまをとらえる。 動した父の生き様を考えさせ、父の消防

団員としての使命感をとらえさせる。

○お父さんはどんな思いで「だ 自然に負けたくないという気持ちと家
いじょうぶ。早く公民館に行 族を思う気持ちを想像させる。
きなさい 」といったのでし ・だいじょうぶ、死なないから。

展 ょうか。 ・いつものように帰ってくるよ
・用心して行きなさい
・心配しなくていいから、みんなの
迷惑にならないようにしなさい

◎お父さんはどのような気持ち くじけそうな気持ちや家族を思う気持
で家族と離れ、自らを危険に ちに打ち勝つ使命感について考えさせる。
さらしてまでも消防団員の仕 ・消防団員であることを最後まで貫
事を続けたのでしょうか。 きたい

・それほどふるさとを守りたかった
・人の役に立ちたいと思った
・ 自分がやらないと、誰がやる」「

開 という思いがあった
・自分ががんばれば愛する家族も守
れると思った

・自分も怖いが消防団員の仲間と共
に、ふるさとを守るため普賢岳災
害と戦わねばならなかった



○亡くなったお父さんは「私」 父の娘に対する気持ちを想像させるこ
、 、にどう感じ、どう生きていっ とで 家族を愛する心や地域を愛する心

てほしいと思っているでしょ 希望を持って生きていく大切さを感じと
うか。 らせる。

・どんな窮地でもみんなで助け合っ
て生きていってほしい。

・自分だけでなく、周りの人のこと
展 も考えられる人になってほしい

・命をみんなで守ってほしい
・大切なふるさとを最後まで守り続
けてほしい

・自然の脅威をみんなと協力して乗
り越え、前向きに力強く生きてほ
しい

３ 父を亡くした主人公の深い悲 ３ 自他の命を尊重し、共に助け合い前向
しみを感じ取り、父の死の意味 きに生きることを自覚させる。
を考え、自分の生き方について ・自分の命だけでなく、人の命も大
意見をまとめる。 切にして生きようと思う

開 ・消防団として人の命を守ろうとす
る父の生き方に命の尊さを感じ
た。

・自分の命を守って（支えて）くれ
ているものについて考えることが
できた。

終 ４ 教師の説話を聞く。 ４ 自分の命を支えてもらった経験、生き
ていることのすばらしさ、生きる喜びを

末 教えてもらった経験について語る。

・愛する人を亡くした悲しみ、他の命を救うために自己犠牲をはらう人間の気高い生き
方を感じ取ることができたか。

・自他の命を尊重し前向きに生きる態度が育ったか。

災害の中、自己犠牲をはらって人を救出した話は数多くある。他の書物やビデオ等
p.64を通して本指導のねらいをさらに深めていくと効果的である また 心のノート。 「 」

～ にある大自然の雄大さや命の有限性なども参考にして、本資料の補充として活67

用する。

児童生徒体験作文集「災害を超えて」 編集 島原市教育委員会




